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10月号
 

「
十

一
面
観
音
菩
薩
口
十
一
面
の
一
つ
一
つ
を

組
み
立
て
て
、
山
上
正

一
さ
ん
(
中
角

・
位
歳
)
は

ニ
ッ
コ
リ
笑
っ
た
。

「
笑
兵
衛
さ
ん
�
 正
一
さ
ん
」

の
会
心
作
と
し
て
の
満
足
感
の
現
わ
れ
か
。
「
の

ひ

や
か
で
、
広
く
、
ま
ろ
や
か
な
:
・
」
点
っ
白
宏
姿
が

さ
わ
や
か
な
秋
セ
の
光
を
反
射
し
て
ま
ぶ
し
い
。

0
・
;
去
の
千
代
ノ
寸
さ
ん
(
刊
歳
)
を
ア
ン
ス
タ
ン
ト

と
し
て
、
本
腰
に
彫
刻
に
取
り
締
ん
で
十
数
年
。
白鳥

と
美
女
を
す
る
ど
く
追
求
し
た
多
極
多
僚
の
作
品
に

十
数
年
の
苦
悩
と
魂
が
に
じ
み
出
て
い
る
υ

「
今
日

は
テ
レ
ビ
局
の
録
画
撮
り
が
あ
る
の
で
す
よ
」
と
千

代
子
さ
ん
が
語
る
よ
う
に
、
笑
兵
衛
さ
ん
の
ユ
ニ
ー

ク
な
作
品
に
魅
せ
ら
れ
、
家
を
訪
れ
る
フ
ァ
ン
も
少

な
く
な
い
よ
う
だ
。
�
 

0
・
・
材
石
は
大
理
石
な
ど
を
中
心
に
ほ
と
ん
ど
イ
タ

リ
ア
か
ら
買
い
入
れ
て
い
る
。

日
本
の
有
と
迫

っ
て
、

ま
ず
貨
が
堅
い
の
か
特
徴
だ
そ
う
だ
。
そ
れ
だ
け
に

笑
兵
術
さ
ん
が
丘
十
日
で
彫
っ
た
作
品
に
千
代
子
さ

ん
が
サ
ン
ト
ペ
|
バ
�
 
で
み
が
き
を
か
け
る
の
に

一

か
月
も
か
か
る
ら
し
い
・
:
。
笑
兵
衛
さ
ん
は
じ

っ
と

作
品
を
見
つ
め
な
が
ら
「
何
か
勝
浦
を
象
徴
す
る
作


品
を
作
り
た
い
。

み
か
ん
、
ア
ユ
な
ど
が
特
に
婦
、
に


浮
か
ぶ
が
、
も
っ
と
深
く
自
然
を
追
求
し
た
い
」
、


と
語
る
暖
に
は
山
上
さ
ん
の
こ
の
仕
事
に
打
ち
込
む


情
熱
を
見
た
。
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| 絡円た凹11

農年に2モして安心

従
業
者
年
金
制
度
が
で
き
て
か
ら

す
で
に
厄
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
今

年
の
三
月
末
で
、
股
業
者
の
加
入
は

百
十
六
万
に
も
達
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
と
し
か
ら
い
よ
い
よ
加
入
.

者
の
な
か
で
年
金
の
給
付
を
受
け
る

か
た
が
出
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
先

般
の
国
会
で
農
業
者
年
金
制
度
が
改

正
さ
れ
、
来
年

一
月

一
日
か
ら
年
金

額
の
引
上
げ
、
経
営
移
譲
要
件
の
改

善
、
民
業
後
継
者
の
保
険
料
の
制
引

等
の
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

こ
の
制
度
の
よ
り
一
一
層
の
充
実
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

ご
承
知
の
よ
う
に
こ
の
制
度
は
、

本
人
名
義
の
所
有
ま
た
は
利
用
に
係

ま
ず
加
入

そ
し
て

あ
な
た
の
老
後
を
/
-

•
竺竺竺]

*年金給付の水準(月額) (単位:円)

よ立?
5 年� 20 年� 25 年� 30 年

現行 改正 現行 改正 現行 改正 現行 改正� 

60-64 
経� tt移� 

17、ωo� 26.∞o 35，200 52，∞o 44 ∞o 65，∞o 52.000 78，∞o 
歳の給付 緩年金�  

65 
続営移�  

1.760 2，ωo 3，520 5，200 4，400 6.500 5.280 7，000 
議年金

歳

以 !民 業 者 �  
2，200 3.250 8.000 13，∞o 11 ∞o 16.250 13.200 19.500老齢年金

上

の 国民年金� 

(付加分) 
1.ω。l町∞o 4，∞o 4，∞o 5‘∞o 5.∞o 6、∞o 6、ωo

小~b.口

イオ
凶 l~年金 15，∞0124，5∞ 24‘∞01 39，∞o 28.∞0145.500 32.∞0152ωo 
(定組分) 

(15年)� (30年1 (35Jf ) (40年)

川 |η Mlお
lI8.200)l(28.750 )(36.8∞)1(56，000)(44，0∞ 66，750) (51，200iI(77 ，500) 

る
燥
地
等
の
函
僚
が
一一
ト
ア
ー
ル
以

上
あ
っ
て
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る
農
業
経
営
主
は

「当
然
加
入
者
」

と
し
て
必
ず
加
入
す
る
か
「
任
意
加

入
者
」
と
し
て
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て

一
定
の
袈
件
を
そ
な
え
て

い
る
股
業
後
継
者
は

「
任
怠
加
入
者
」

と
し
て
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
比
較
的
商
品
附
お
の
場
介
て
、

加
入
の
手
続
が
遅
れ
ま
す
と
せ

っ
か

く
加
入
の
資
絡
が
あ
り
な
が
ら
、
将

来
年
金
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
点
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
農

業
会
員
会
ま
た
は
股
業
協
同
組
介
に

ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
表
内
の
(
)
は
経
営
凶
作
波
し
な

い
者
の
年
余
月
似
で
す
。

昭
和
五
十
二
年
度

‘
勝
浦
町
職
員
採
用
試
験

般区せはにれ場欠fIIj試み�  Jもり� 111/
小L分く、つま合只者験し望行制

式� J正 だ凹l中験十以 務 付 ま ( 年六 ーは木務 いすにが名にて者い民
!験患者も 験 談場で 二L 凶 ilー さ役て 。順生併合くはまの"q t

次 次 所月試月次 総会 ) 日� 

日
( 

所の�  ) 月間 い場詳次じに俗だ、す係�  
軟か 一 月 。総し�  1哉、 主主しさ受。肘勝{忠� 

I甫 Yrij と，(#ら 日 務〈員そヰ也たいイ寸�  J式
町市 寺 " ま日 放知とれしか 。WJ 験

川対 でか へりしをまた聞を
中 三 にら おたて補す は中つ
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ぷ自
己

"..、ヨ� 

-ご協力を， ごみの出し方・

.'・ こみ焼却場が操業してから� 3か月を経過しましたが，まだごみ

の出し� h，注立事項を守ってくれないかたがあり悶 っております� 0

・-さる� 9月16日保健部長会を開催し.焼却場を祝祭して尖十市を

見ていただき ，地区の街導をお願いしたところです。

・一 ごみを出しているかたは， 向分がごみを集める身にな って，

自分が焼却する身になって 砂水分の多いものは十分きる 惨焼える

ごみと燃えないごみを完全に分ける，などご協力をお願いします。

田
高
額
療
養
費
制
度
と
は

国
保
の
加
入
者
は
、
病
気
や
け
が

で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と

一
部
負

判
金
と
し
て
医
療
代
の
三
削
を
自
分u

で
負
矧
し
て
病
院
、
珍
療
所
の
窓

で
支
払
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
病
気
や
け
か
が
面
一く

て
入
院
し
た
り
治
療
が
長
引
き
ま
す

と
、
こ
の
自
己
負
捜
す
る
一
部
負
制

金
の
文
払
い
が
思
い
も
か
け
ぬ
ほ
ど

か
さ
ん
で
、
家
計
を
大
き
く
圧
迫
す

る
ー
と
い
う
よ
う
な
場
合
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
同
じ
月
内
に

同
じ
病
院
や
診
療
所
に
、
ひ
と
り
の

被
保
険
者
が
三
万
九
千
円
以
上
の
自

己
負
姐
綴
(
医
療
費
の
三
訓 
)
を
支

払
っ
た
場
合
は
、

二一
万
九
千
円
を
超

え
た
額
は
、
全
部
国
川聞
が
負
担
し
て
、

ー
高
額
療
養
費
制
度
が
改
正

l‘

V
Ad
v
u

わ
た
し
た
ち
の
凶
民
健
康
保
険 

(間
保
)
で
は
.
昭
和
五
十
年

一
月
か
ら
尚
傾
療
養
代
制
度
が
尖
泊
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
こ
の
制
度
の
法
律
が
改
正
さ
れ
、
今
ま
で
自
己
負

但
限
度
初 

(窓
口
で
支
払
う
三
割
分 
)
が
三
万
円
で
し
た
が
、
八

月
の
診
械
分
か
ら
三
万
九
千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

内
6
に

まに
すっ

て

一
か
月
と
し
て
計
算
し 

*
病
院
、
診
味
川
ご
と
に
計
算
し
ま

す
。 

*
同
じ
病
院
で
も
、
医
科 

(内
科
や

外
科
な
と
)
術
科
が
あ
る
場
合
、

ま
た
総
合
病
院
の
各
珍
療
科
は
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
約
院
、
珍
療
所
と
し

て
計
許
し
ま
す
。
た
だ
し
、
総
合
病

院
の
八
院
患
者
が
他
の
科
の
診
療
を

受
け
た
と
き
は
合
算
し
て
計
算
し
ま

す 

(
そ
の
と
き
で
も
、
的
科
は
別
で

す
)。

薬
山
口
卜
A
給
申
請
待
し
を
悦
出
し
な
け

*
入
院
と
通
院
は
、
同

一
の
術
院
、

必
療
所
で
も
別
計
判
円
で
す
。

四
支
給
の
手
続
き
と
時
期

t
A
給
千
統
き
は
所
定
の

「
川
川
似
療

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ーλ
給
時
期
は
、

み
療
を
丘
一ス
け
た
月
の
迎
々
月
以
降
に

な
り
ま
す
。

』
付
紙
療
養
伐
の
払
い
も
ど
し
を
受

け
る
に
は
、
印
鍛
と
領
収
合
を
持
っ

て
役
場
の
悦
務
保
険
課
で
子
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い

。

な
お
、
高
鋲
療
養
従
制
皮
に
つ
い

て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
お
公
維
に

あ
と
か
ら
払
い
も
ど
さ
れ
ま
す
。
つ

ま
り
、
医
療
伐
の
向
己
負
川
刊
紙
は
月

一万
九
千
同
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

4

四
支
給
額
は

*
一
つ
の
病
院
や
診
療
所
に
、
支
払

っ
た
傾
か
ら
一二

た
傾
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

差
額
ベ

ッ
ド
代
や
幽
料
の
差
紙
診
療

な
ど
、
保
険
診
療
外
の
も
の
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん 

Q

口
自
己
負
担
額
(
三
万

口
九
千
円
)
計
算
の
基
準

*
月
の

一
日
か
ら
月
末
ま
で
の
受
診

-
}
相
談
く
だ
さ
い

。

万
九
千
円
を
差
引
い 
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ホ4xf!をの秋"年1::1をil皇じて一

1切です。行楽に，

お祭りにと何かと忙し� L、11、判明
ごすが，はりきってがんばり

川
H

i
L

i

、。

い
う
村
山
に
し
か
ι行
え
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
優
良
�
 

大
き
け
れ
ば
、
つ
ん
と
不
利
に
な
り
ま

す
。
阪
神
市
場
へ
ん
月
よ
旬
に
山
桁

さ
れ
て
い
る
ハ
ウ
ス
松
爪
み
か
ん
の

を
川
附
午
結
果
さ
せ
ず
に
収
織
す
る
に

は
、
八
マ
則
の
地
肥
が
非
常
に
大
切
に

暗
主
主
ヘ
・
�
 一

�
 

へ
で
あ
り
�
 

な
っ
て
き
ま
す
。

早
生
温
州
の
収
機
と
出
荷

収
叫
叫
が
円
↑
い
ほ
ど
、
リ
早
川
が
出
く

有
利
な
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
が
、

無
尽
を
し
て
平
採
り
す
れ
ば
「
椴
昧

以
降
に
な
る
も
の
と

1
J
l

H -
i
l
l
-

:
i

，

。
椴
戊
は

0
・
八
�
 1

一
・
一
で
あ
り
ま

す
。
本
町
の
以
地
紋
出
も
の
が
こ
の

打
位
に
な
る
に
は
、
別
表
の
果
実
分

析
結
保
か
ら
推
μ

記
さ
れ
る
よ
う
に
、

一卜� 

今
月
の
�
 

e

が
怖
い

」
「
い
け
色
が
|
分
扶
け
て
い

な
い
」
干
の
批
判
か
多
く
な
り
、
今

後
の
山
荷
に
も
杉
山
明
併
を
与
え
ま
す
の

で
、
政
協
等
の
ん
什
山
川
機
関
の
指
一
ボ

に
よ
く
し
た
が
っ
て
く
だ
さ
い

。

こ
と
し
は
、
京
阪
神
の
大
市
場
へ

ハ
ウ
ス
北
培
み
か
ん
の
山
荷
も
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
と
の
味
の
聞
き
が

番wiしし、Hキ� 

忠
わ
れ
ま
す
。

夏
秋
梢
の
処
理

夏
秋
附
の
発
生
川
何
度
に
よ
リ
方
法

が
輿
な
り
ま
す
の
で
、
飢
む
し
て
く

だ
さ
い
。
実
地
時
則
は
米
月
上
旬
ご

ろ
ま
で
に
は
終
り
た
い
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
別
六
お
よ
び
凶
を
参
問'

し
て
く
だ
さ
い

。

阿
川
凶

虫
害
防
除

収
機
的
の
ダ
ニ
矧
発
生
は
巣
向
の

業
紋
素
を
岐
い
と
り
、
活
色
し
で
も

鮮
紅
色
に
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
似
師
側

間
ぎ
わ
の
円
十
生
温
州
聞
に
お
け
る
タ

ニ
類
は
、
防
除
薬
ロ
|
テ
ィ
シ
ョ
ン

に
し
た
が
い
、
早
急
に
防
除
を
し
て

く
だ
さ
い
。

秋
肥
の
施
用

今
期
は
早
生
溢
州
閥
、
�
 ス
タ
チ

ユ
コ
ウ
閉
め
秋
肥
地
用
を
し
て
く
だ

門
十
生
訓
州
闘
で
は
、
什
寸
則
山
山
荷
を

ね
ら
っ
て
全
体
に
地
肥
耐
を
減
ら
し

て
お
り
ま
す
。

「秋
肥
は
厄
肥
」
と

い
う
巧
え
方
で
あ
り
、
従
来
の
「
十
件

肥
は
冗
肥
」
と

い
う
考
え
方
か
ら

「
各
肥
は
追
肥
�
 

L

と
い
う
々
、
ぇ
力
に
変

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

今
期
は
別
表
の
ょ
っ
に
、
門
出
的
に
も

か
な
り
多
く
地
川
し
て
く
だ
さ
い

。

ス
ダ
チ
、
ユ
コ
ウ
凶
に
お
い
て
は
、

従
米glv 

jJ 位、“平成分量たあ，
�
 

N

み
か
ん
秋
肥
の

つ
い
で
ん
と
�
 

相苦 掛析精度計
果実分析結果いずれも 15果平均 椴 日� l到週l式

分析 闘�  I也 分析月日� 50年結果:� 

初I

51 年}~孟耳" 

椴

50年産県� 51午域来�  

8・25 6・50 6 .86 2・72 3・70

与川内 �  9 . 5 7・00 7・13 2 .50 3 . 17 

(市/江 

l恥 iii:t黄)� 

9・15 

9・25 

7・70 

7・60 

6・81 2・09 

1 .75 

2・55

10・5 8・50 1 .49 

14 年生�  10・15 8・90 1・38 

10・25 9・40 1・36 

8・25 6・50 6・56 2・64 3・74

生 名� 9・5 6・70 6・69 2 . 19 3・67 

(県道平野 

線終点�  ) 

9・15 

9・25 

7・30 

7・80 

6・23 2 .04 

1・65

2・83

10・5 8・70 1・31 

14 年生�  10・15 8 .60 1・23 

10・25 9・10 1・10 

8・25 7・00 6・81 2・05 3・39

今 山� 9・5 7・00 6・67 2・37 3・!o� 

(平たんJ也� 

*回転作園)

9・15 

9・25 

7・00

7・98 

(， .63 2・05 

1 .58 

2 .43 

!o・ 5 8・70 1 .27 

17 年 生 �  10・15 8・90 1 . 18 

10 .25 9・10 0・96

リ/
カリ� 

棚田の水田
¥J  9.0 6.0 4.5 

転 作 凶

句 平たんI也の生
10.0 8.0 60 

6.0山畑(傾斜畑)� 11.0 8.0 

5.07.0 3.5 

サン

m

1必用�  
子 チyソJ二¥¥土J

ア
n
H
M

Z
A 木園成巳
日ルみ n・

�
 

中 早

樹
園
地
の
近
代
化
に

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
利
用
を

み
か
ん
経
営
の
合
理
化
を
図
る
た

め、

州民
業
セ
ン
タ
ー
で
は
小
型
フ
ル

ド
|
ザ
を
設
罰
し
て
良
家
の
み
な

さ
ん
に
ご
利
用
願

っ
て

い
ま
す
。

改
植
、
決
道

(悶
内
道
)
の
新
設
、

既
設
道
路
の
笠
備
な
ど
に
せ
い
ぜ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。
利
用
申
込
み

内
版
業
セ
ン
タ
ー
て
所
定
の
申
請
書

に
必
要
卒
項
を
記
入
し
て
申
込
ん
で

く
だ
さ
い

。

。
利
用
料
金

実
働

一
時
間
あ
た
り
二
千
四
百
円

。
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
運
搬
に
必
要
な

経
費
は
全
額
利
用
者
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

。
運
搬
作
業
は
脱
業
セ
ン
タ
ー
専
印
刷

の
オ
ペ
レ
ー
タ
が
行
い
ま
す
。

。
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
農
業
セ

ン
タ
(
電
・

二
三
五
八
)
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

転 作 閣� 

中旬~ スダチ・ユコウ�  

l時期|

下旬�  

ましょう。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ



つ ら 昭和51年10月� l臼

夏秋梢の処理方法

区分 夏秋情的発生程度� 切 る 五l 旬J 方

(5) 第76号� カ込 ずコ

図 1 図 2

京¥

秋校

メ乙ι� J

、
_ -、、

ソ春枚

全体量の%緩度 半分は夏秋梢をつけてい

非常に多いもの を1))り泌はその る春枝の元から切る 図� 1

普通
まま残す 半分は春芽と夏芽の法制� i

を残して切る図� 2

ilil.J+¥¥ 
中程度のもの

全部切る 春伎の疋から切る
少いもの

早生�  普通温州に準 じてよいが，密植薗では� l樹づつの校処理より

1且州、| も間伐を行つのがよい

夏秋情/

￥ 

イ.""，.，j 

j雪jケ

苗
木
の
購
入
計
画

経
営
状
態
や
梢
付
け
る
図
地
に
よ

っ
て
決
め
て
く
だ
さ
い
。
自
家
消
費

用
と
し
て
の
落
葉
柴
山
削
は
数
本
ほ
し

い
も
の
で
す
。
っ
さ
の
表
を
参
考
に

し
て
品
同
慨
を
選
ん
て
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う

こ
ざ
い
ま
し
た

香
典
返
し
に
か
え
て

等種口3日仁� 区 分


早生温')"'1
 オキツ早生
柑

古田系，十万温州� (日照，土地条

普通iAi州 件のょいところ� )片山系� (比較的

自然条件のわるいところ� )

無病樹という保証のあるもの朔ハ、

f局
ス ダ チ とげが短〈大果のもの

相t 鴬宿，林リ� +1.甲州最小

落

中市
 富有，次郎，西村早生

業

架
 銀寄，丹沢


果


相t
 布日早生，倉方早生

樹


メスレ (レッドスター).大石
、モモ早生ソルダム

一 一 ' 

o

金

五

万

円

中
山
の
野
上
武
夫
さ
ん
か
ら

コ
ギ
ン
さ
ん
・
叩
歳
ご
死
去
)
 

O

一
般
預
託

が
水
気
を
失
っ
て
黄
色
に
な
り
、
曲
川

同
1
凶

の
什
唱
の
少
数
の
モ
ミ
が
ま
だ
緑
色
を

刈
取
り

し
て
い
る
と
き
で
す
。
遅
す
主
る
と

米
一
貨
が
悪
く
な
り
、
胴
割
米
が
多
く

刈
取
り
適
期
は
大
部
分
の
モ

光
沢
が
悪
く
な
り
ま
す
。

金

一
万
円

向

井

正

さ

ん

(

中

山

)

金
千
五
百
円

山

西

正

一
さ
ん
�
 (西
岡
)

金

三

千

円

岡
本
イ
ト
ノ
さ
ん
�
 (中
角
)

金

一

万

円

福

本

安

雄

さ

ん

�

 
(坂
本
)

金

二
万
円

衣
料
品

苗木の購入計画

同
州
出


家
庭
用
菜
閣
の
病
虫
害
防
除
は
早

て
く
だ
さ
い
。
掘
り
取
っ
た
も
の
を

稀
イ
モ
と
し
て
貯
蔵
す
る
場
合
は
、

つ
ぎ
の
点
に
注
な
し
て
く
だ
さ
い
。

V
似
り
取
り
後
、
日
に
当
て
て
乾
燥

谷

扶

子

さ

ん

(

槻

野

)

綜
井
輝
子
さ
ん
�
 
(
坂
本
)

盟
井
サ
ク
さ
ん
編
附
町
立
川
)

若
木
秀
吉
さ
ん
�
 
(
坂
本
)

谷

源

一
さ
ん
�
 (掛
谷
)

盛

田

ヌ

イ

さ

ん

�

 
(生
名
)

こ
れ
ら
の
善
意
は
、
善
意
銀
行
へ

寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
す
。
心
か
ら
あ

っ
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ぶ

久

円

い
V

u

，ハ

す
る
の
は
一
日
ま
で
と
し
、
そ
れ
以

後
は
蔭
干
し
と
し
ま
す
。
一
五
灯
削何

度
目
減
り
す
る
ま
で
行
っ
て
く
だ
さ

場

(
る

て

す

し
を

燥

燥

乾
乾

で

力

下

一

火

以

evに
入
れ
、
冬
期
に
凍
ら
な
い
所
へ
貯

ぐ、ー

蔵
し
て
く
だ
さ
い

。

F
U

に4

4

和

政
、
。

モ
い

自
に
行
い
、
水
聞
製
作
利
用
刷
業
の

一

野
菜
矧
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

一

指
導
要
領
に
必
づ
い
て
栽
培
管
理
を

一

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

乾
燥
の
終
っ
た
も
の
は
ト
ロ
箱
等

同
山
凶

v

一・

収
穫
と
種
イ
モ
の
貯
蔵

収
後
は
、
地
上
部
が
黄
変
し
十
柏
市
川
例

(主
)
一
か
が
イ
モ
の
つ
け
恨
か
ら
ス
ポ

ー
�
 

ン
と
取
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
は
じ
め

J

。

は

さ

合

だ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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根
強
く
残
る
結
婚
差
別


昭和51年10月 1日� ヌう込 dコ つ ら 第76号 (6) 

結
婚
差
別
と
い
う
と
浅
野
佳
代
さ

ん
の
自
殺
を
思
い
出
し
ま
す
が
、
そ

の
少
し
後
に
も
、
若
い
男
女
が
結
婚

問
題
で
悩
み
死
ん
で
い
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
八
月
十
七
日
、
香

川
県
託
間
町
円
山
公
開
に
お
い
て
、

三
好
郡
池
田
町
の
竹
岡
茂
君
が
首
つ

り
自
殺
を
し
、
翌
十
八
日
に
は
、
香

川
県
海
岸
寺
駅
附
近
に
お
い
て
、

一一

好
郡
三
好
町
の
大
磯
ま
り
マー
さ
ん
が

鉄
道
自
殺
を
し
ま
し
た
。
二
人
は
と

ち
ら
も
十
九
歳
で
し
た
。
彼
女
の
遺

書
は
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
家

例
が
わ
る
い
の
で
結
締
で
き
な
い
と

い
う
意
味
の
こ
と
を
脊
い
て
い
た
よ

う
で
す
。
大
機
さ
ん
は
同
和
地
区
出

身
だ

っ
た
の
で
す
。

二
人
は
採
く
愛
し
合
い
、
結
婚
を

夢
見
て
い
た
の
で
す
。
お
そ
ら
く
部

議
問
題
の
悩
み
が
で
て
く
る
ま
で
は

世
の
中
が
パ
ラ
色
に
見
、
ぇ
、
道
で
行

き
交
う
人
す
べ
て
が
祝
一泊
し
て
く
れ

て
い
る
よ
う
に
見
え
た
で
し
ょ
う
。 

f象野h

議込雫讐

そ
ん
な
二
人
に
だ
れ
か
ら
と
も
な
く

ま
た
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
部
落
差
別

の
魔
の
手
は
の
び
て
き
て
、
結
婚
で

き
な
い
状
況
に
追
い
込
ん
で
い
っ
た

の
で
す
。
人
々
の
観
念
や
意
識
の
う

ち
に
渚
有
す
る
差
別
を
感
知
し
、
悩

り
4

さ
ん
に
対
し
て
は
何
の
差
別
感

J

ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
こ

の
よ
う
な
状
態
で
は
結
婚
を
許
し
て

も
ら
う
こ
と
は
無
理
と
わ
か

っ
た
の

で
、
税
に
は
い
え
な
か
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
一
人
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
の

で
す
。

竹
岡
君
は
ま
じ
め
で
よ
く
働
く
青

年
で
し
た
が
、
部
落
問
題
に
つ
い
て
、

友
人
に

「
民
主
主
義
め
世
の
中
に
部

落
な
ん
で
あ
る
も
の
か
」
と
い
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。
悩
ん
で
い
た
の
で

し
ょ
う
。
友
人
も
竹
阿
君
を
救
っ
て

や
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
社
会
に
妓

存
す
る
心
理
的
斧
別
が
二
人
の
生
命

を
う
ば
っ
た
の
で
す
。

彼
の
父
は
大
磯
さ
ん
が
同
和
地
区

の
子
で
あ
る
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
り
「
さ
ん
が
家
へ
遊
び
に
き

た
と
き
の
山
叫
ん
じ
で
も
、
ノ
バ
の
可
愛
い

い
了
で
、
よ
い
娘
き
ん
で
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

一人
の
死
後
、
部
孫
解
欣
運
動
同

体
や
池
問
、

一-一
川
町
両
町
の
同
推
協
が

中
心
に
な

っ
て
実
情
調
査
を
し
た
結

果

「
社
会
の
中
に
意
識
と
し
て
の
部

川市
差
別
観
念
が
生
き
て
い
る
た
め
に
、

的
も
も
っ
て
い
主
か

っ
た
か
、
現
寸
忙

の
社
会
の
中
に
差
別
が
生
き
て
い
る

こ
と
は
知

っ
て
い
た
。
し
か
し
家
庭

内
に
お
い
て
差
別
用
語
な
ど
は
使
っ

た
お
ぽ
え
は
な
い
が
、
何
ら
か
の
形

で
わ
た
し
の
古
い
封
建
的
な
考
え
方

が
息
子
に
感
じ
と
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
・
・
・
。
部
落
問
題
が
こ
れ
だ

け
き
び
し
い
も
の
で
あ
る
と
は
知
ら

な
か
っ
た

L

1
と
。

わ
た
し
た
ち
は
愛
し
合
う
一一
人
を
、

こ
ん
な
形
で
死
な
せ
て
は
い
け
な
い

の
で
す
。
す
べ
て
国
民
は
法
の
下
に

平
等
で
あ

っ
て
、
結
婚
の
向
由
も
保

障
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
な
の

に
二
人
は
ど
う
し
て
結
婚
で
き
な
い

の
で
し
ょ
う
。
も
し
み
な
さ
ん
の
家

庭
で
こ
ど
も
か
ら
結
婚
し
た
い
と
申

し
出
が
あ

っ
た
と
き
ど
ん
な
態
度
を

と
り
ま
す
か
。
よ
く
話
し
合
っ
て
ほ

し
い
の
で
す
。
こ
こ
に
も
家
庭
で
の

同
和
教
育
が
あ
る
の
で
す
。
愛
す
る

二
人
を
祝
制
し
て
や
る
べ

き
地
域
で

の
話
し
合
い
が
必
要
な
の
で
す
。
同

和
救
出円
は
理
問
て
理
解
す
る
の
で
な

く、 若
い

二
人
の
命
を
う
ば

っ
た
も
の
で
、

極
め
て
残
念
で
あ
る
」
と
し
て
い
ま

す
。竹

岡
君
の
父
親
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

心
境
を
諮

っ
て
い
ま
す
。
「
・
・
ま

実
践
あ
る
の
み
な
の
で
す
。

と他ががす固まとろが気突士 主 本のど起 :さ も
えん 丸 山川お数すをあれはいきとす�  
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正しい

カミ(7) 第76号� つ らザコ 昭和51年10月1日

二
十

一
人
と
な

っ
て
お
り
ま

人
は
、

し
く 
4
っ
て
き
ま
す
。

統
計
に
よ
る
と
、
こ
と
し
一
月
か

ら
六
月
末
ま
で
に
勝
浦
町
で
交
通
事

故
に
よ

っ
て
死
ん
だ
り
ケ
ガ
を
し
た

7秒

(20歳・女性)� 

-
P免
許
証
グ

う
っ
か
り
失
効
に
気
を
つ
け
て
・

み
な
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
、
述

③ ンー ト::.11 

一例

交

通

み

安

全

IUJ車利用者の 払ほ

の推進ーを運動のif("主として、交通が故

防止の徹底 を凶� t)，棋をとじま した。

くの
が
迎
い
の
で
、
道
路
を
減
る
と

な
住
窓
が
記
嬰
です。

お
と
し
よ
り
は
、
ど
う
し
ても
荒
い
人
よ
リ
事

食
道
路
の
横
断
に
注
意
を
女

交
通
学
放
の
中
で
最
も
悲
惨
な
も

-
飲
酒
運
転

は
や
め
よ
う
・

ベルト ギi用

秋の交通安全運動は.� 9)=1下旬の10 I:J 

fl1J 、、ゆっく り走ろう" をスロー カンに ・
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/¥  
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わ
た
し
た
ち
は
、
何
事
も

「
お
れ

は
だ
い
じ
よ
う
ぶ
だ
」
と
考
、
え
ま
す
。

し
か
し
、
交
通
事
故
に

つ
い
て
は
、

そ
う
い
う
自
信
は
、
し
だ
い
に
な
く

な
っ
て
い
る
の
て
は
な
い
で
し
ょ
う

カ
棋
を
運
転
し
て
い
て
も
、
向
分
の

車
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
車
の
動
き

を
注
む
し
て
い
な
け
れ
ば
、
い

つ
や

ら
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

い
ま
の
調
子
で
交
通
事
故
が
ふ
え

れ
ば
、
す
べ
て
の
人
が

一
度
は
交
通

事
故
に
あ
う
と
い
う
と
き
が
、
近
い

う
ち
に
く
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
ろ

の
は
飲
測
巡
転
に
よ
る
が
放
で
す
。

一
瞬
に
し

て
「
幸
せ
な
人
生
」
や

「
家
庭
の
生
前
設
計
」
を
往
わ
せ
て

し
ま
う
の
で
す
。
々
定
る
凶
器
々
と

な
る
飲
酒
間
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
周
聞
の
人

も

「
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
市
を
運
転

さ
せ
な
い
」
「
運
転
し
て
き
だ
人
に

は
滴
を
飲
ま
せ
な
い
」
こ
と
が
大
切

で
す
。(わ

)

中

交
通
市
中
故
。
こ
の

四
文
字
が
毎

川進夫

日
の
新
附
に
活
字
と
な
っ
て
出
な
い


日
は

一
日
と
し
て
あ
り
ま
せ
ん

)1E。 m冨(坂本
 

ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
わ
か

っ
て
い
ま

す
。
飲
酒
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

過
ぎ
等
、
思
い
当
た
る
こ
と
が
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ト
ラ
イ

転
免
許
証
の
有
効
期
間
は
誕
生
日
ま

で
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
う
っ
か
り

失
効
を
な
く
す
た
め
に
、
昭
和
四
十

八
年
間
月

一
日
か
ら
こ
の
方
法
に
改

め
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
免
許
係
の

人
の
話
し
で
は

「前
よ
り
う

っ
か
り

失
効
が
多
く
な
っ
た
よ
う
に
思
う 

と
嘆
い
て
お
り
ま
す
。

い
ま

一
度、

向
分
の
免
流
託
の
有
効
則
川
を
た
し

か
め
て 
ν

う
っ
か
り
欠
効 

の
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
、っ。

ま
う
に
は
気
の
毒
な
事
故
も
多
い
は

ず
で
す
。
そ
の

一
つ
に

「
こ
ど
も
の

急
な
飛
び
出
し 

が
あ
り
ま
す
。
制

限
速
度
を
守

っ
て
い
て
も 

ふ
い
。

に
飛
び
出
さ
れ
る
と
、
判
泣
け
る
に
避

け
ら
れ
な
い
必
也
叫
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。わ

た
し
の
家
は

一
歩
前
か
県
道
、


こ
ど
も
に
は
耳
に
タ
コ
が
で
き
る
ほ


ど
注
意
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
遊


び
に
無
中
に
な

っ
た
と
き
、
ま
た
お


金
を
握
っ
て
ク
リ
ー
ム
を
員
い
に
行


く
と
き
な
ど
、
家
の
中
か
ら
飛
び
出


し
ま
す
。
仕
事
を
し
な
が
ら
「
ヒ
ャ
 

l
」
と
す
る
こ
と
は
た
び
た
び
あ
り
、


逆
転
者
に
ど
な
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り


ま
す
。
市

平
は
急
に
止
ら
な
い
。
子
ど
も
も

走
り
出
す
と
急
に
止
ら
な
い
|
。
何

L

H

H

L

か
よ
い
方
法
が
な
い
も
の
か
と
頭
を

附

い
た
め
ま
す
。
家
の

入
口
に
ゴ
ム
で

骨

も
引

っ
ぱ
る
か
ロ
プ
を
張

っ
て、

市山

飛
び
出
し
て
い
っ
て
も
ハ
ネ
返
る
よ

特

う
に
と
も
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

嗣

幸
い
に
し
て
、
坂
本
地
区
で
急
に
仲

飛
び
出
し
て
大
事
を
起
こ
し
た
こ
と

哨

は
聞
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
ド
ラ
イ

時

パ
!
の
細
心
の
注
訟
は
も
と
よ
り
、

各
家
庭
に
お
け
る
淡
の
交
通
事
故
に

同

対
す
る
心
が
け
を
見
捨
て
る
こ
と
が

特

で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

同

毎
日
学
校
へ

「
行
っ
て
き
ま
す
」

仲

「
た
だ
い
ま
」
を
元
気
に
聞
け
る
よ

附

う
に
、
日
ご
ろ
親
が
交
通
事
故
の
恐

相

ろ
し
さ
を
言

い
聞
か
せ
、
交
通
事
故

件

か
ら
子
供
を
守
っ
て
や
る
の
が
、
わ

同

た
し
た
ち
の
規
の
役
目
だ
と
思
い
ま

件

す。

4
h

す
。
こ
れ
は
昨
年
の
同
時
期
と
比
べ

て
九
人
多
く
、
件
数
で
八
件
も
多
く

な
っ
て
お
り
、
町
内
で
の
市
中
故
も
毎

年
ふ
、
え
る

一
方
で
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
も
、
歩
行
者
、

特
に
こ
ど
も
と
老
人
の
事
故
が
多
い

よ
う
で
す
。
幼
い
ふ
叩
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
に
は
、
ま
ず
家
庭
で
、
道
路

の
歩
き
方
や
交
通
の
さ
ま
り
を
、
じ

っ
く
り
と
教
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

↑
山
十
を
逆
転
す
る
人
は
、
事
故
を
お

こ
し
た
と
き
、
自
分
を
苦
し
め
る
数

々
の
罰
、
さ
ら
に
精
神
的
な
負
担
、

家
族
の
心
配
や
苦
し
み
を
常
に
考
、
え

き
た
い
も
の
で
す
。

l

て
、
安
全
な
逆
転
を
守
っ
て
い
た
だ

ハ 

の
責
任
と
し
て
か
た
ず
け
て
し 

削

」は
、
十
分

A

幅員10メ -Hレσ五董路
を渡りきるまでの時間

MUS04
スタンプ

MUS04
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MUS04
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老
人
ば
か
り
の
い
る
病

院
で
し
た
。
し
ん
せ
き

の
お
じ
い
さ
ん
の
機
に

ね
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん

は
、
手
を
ベ
ッ
ト
に
く

く
り
つ
け
ら
れ
、
動
け

な
い
よ
う
に
し
て
あ
り

大
切
に
し
て
あ
げ
な
く
て
は
い
け
む

い
。
ー
ー
の
だ
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま

し
た
。

横
瀬
に
も
、
お
と
し
よ
り

の
い
こ

い
の
家
が
で
き
る
と
‘

他
父
が
言

っ

て
い
ま
し
た
。
「
は
や
く
で
き
る
と
い

い
な
あ

そ
う
し
て
、
お

と
し
よ
り

み
ん
な
が
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て

ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

。」

そ
こ
で
、
こ
の
た

び
町
内
小

・
中

が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

国
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祖
母
は
七
十
七
縦
で
す
。
明
治
、

教
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。
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大
正
、
昭
和
と
、
そ
の
聞
に
は
い
ろ

わ
た
し
は
、
毎
年
「
年
よ
り
の
日
」

い
ろ
な
こ
と
が
あ
リ
、
そ

の
た
び
に

に
祖
母
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
い
ま

苦
労
し
た
そ
う
で
す
。

す
。
そ
れ
を
祖
母
は
と
て
も
喜
ん
で

中
で
も
、
戦
争
に
よ
る
苦
労
が
一
番

く
れ
ま
す
。
わ
た
し
が
小
学
校

一
年

大
き
か

っ
た
と
言
い
ま
す
。
休
み
の

生
の
と
き
に
贈

っ
た
湯
の
み
コ

ッ
プ

(検小� 5年)

日
な
ど
、
わ
た
し
の
知
ら
な
い
世
界

を
今
で
も
大
切
に
使

っ
て
く
れ
て
い

の
こ
と
を
よ
く
話
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
す
。

こ
と
し
は
何
を
お
く
ろ
う
か

こ
の
前
は
、
組
母
が
若
い
と
き
、
ぉ 

と
、
お
金
を
た
め
て
い
て
思
い
ま
す
。

-

化
粧
を
し
た
こ
と
を
話

こ
ん
な
と
き
、
客
ん
で
く
れ
る
祖

穂

則

一

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ぉ

母
を
見
て
る
と
思
う
の
で
す
。
年
よ

美

村

一

化
粧
も
時
代
に
よ
り
と

り
に
は
、
毎
日
で
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

園


ずコ

わ
た
し
の
家
に
は
祖
父
も
祖
母
も

い
ま
す
。
祖
父
は
み

か
ん
の
せ
ん

て

い
や
、
草
か
り
機
で
草
を
か

っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
祖
母
は
、
か
ま
で
草

を
か

っ
た
り
、
花
や
野
菜
を
作

っ
て

い
ま
す
。
二
人
と
も
、
と
っ
て
も
元

気
で
す
。

祖
父
は
、
わ
た
し
ゃ
妹
が
惑
い

こ

と
を
し
た
ら
お
こ

り
ま
す
。
け
れ
ど
、

良
い
こ
と
を
し
た
り
、
良
い
こ
と
が

あ

っ
た
ら
、
よ
く
ほ
め
て
く
れ
ま
す
。

こ
ん
な
祖
父
は
大
す
き
で
す
。
祖
母

は
、
わ
た
し
の
食
べ
る

野
菜
を
ほ
と

ん
ど
作

っ
て
く
れ
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
、
元
気
な
姐
父
や
祖
母

で
、
長
生
き
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
わ
た
し
は

で
き
る
か
ぎ
り
の
お
手
伝
い
を
し
て

あ
げ
る
つ
も
り
で
す
。

あ
る
と
き
、
わ
た
し
は
し
ん
せ
き

の
お
じ
い
さ
ん
の
お
み
ま

い
に
行
き

ま
し
た
。
そ
の
病
院
は

、
ね
た
き
り おとしよりを大切に

-
敬
老
教
育
の
振
興
・
あ
い
さ
つ
運
動
の
推
進
へ

「
敬
老
教
育
の
振
興

・
あ
い
さ
つ

学
校
児
並
生
徒

の
み
な
さ
ん
か
ら
標

述
動
の
推
進
」 

。

こ
れ
は
町
教
育

語
と
作
文
の
募
集
を
し
ま
し
た
。
標

委
長
会
が

「意
欲
あ
る
こ
ど
も
を
目

語
の
部
で
は
八
二
七
点
、
作
文
の
部

小

・

中

学

良
作
ぞ
く
ぞ
く

ざ
し
た
白
、
五
性
の
啓
発
」
を
研
究
し
、

で
は
凶 

七
点
と
い
う
多
数
の
応
募

標
語
・
作
文

実
践
す
る
た
め
の
重
点
目
標
で
す
。

が
あ
り
、
審
査

の
結
果
つ
ぎ
の
か
た

l

O

ま
し
た
。
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
は
、
口

か
ら
あ
わ
を
出
し
て
苦
し
そ
う
で
し

た
。
だ
れ
一
人
と
し
て
、
身
寄
り
が

な
い
か
わ
い
そ
う
主
お
ば
あ
さ
ん
と

い
う
こ
と
で
す
。

わ
た
し
が
い
る
う
ち
に
昼
食
に
な

た
い
な
あ
ー
と
。
そ
れ
は
形
が
な
く

り
ま
し
た
。
か
ん
ご
ふ
さ
ん
が
食
事

て
も
い
い
の
で
す
。
喜
ん
で
も
ら
う

を
持

っ
て
き
ま
し
た
。

マ
ミ 
1

一
本

こ
と
が
一

擦
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
と
思

と
お
も
ゆ
が
、
協
の
み
ぐ
ら
い
の
小

う
の
て
す
。

一
人
暮
ら
し
の
年
よ
り

さ
な
う
つ
わ
に
少
し
は
い

っ
て
い
た

な
ん
か
は
、
と
て
も
か
わ
い
そ
う
だ

だ
け
て
す
。
か
ん
ご
ふ
さ
ん
は
「
こ

と
思
い
ま
す
。

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

、
食
べ
れ
そ
う

敬
老
と
は
、
ご
く
自
然
に
と
し
よ

も
な
い
わ
ね
」
と
言
っ
て
か
た
づ
け
、

す
。
家
で
食
べ
て
い
る
野
菜
は
全

き
か
ら
よ
く
祖
母
に
か
わ

い
が

っ
て

り
を
心
か
ら
噂
敬
し
、
愛
す
る
こ
と

わ
た
し
の
妹
に

「
こ
の
マ
ミ
!
の
む

部
と
い

っ
て
い
い
は
ど

祖

母

が
作

も
ら
い
ま
し
た
。
感
謝
し
な
く
て
は

で
す
。
敬
老
の
日
に
は
も
ち
ろ
ん
、

で
」
と
言

っ
て
き
し
出
し
ま
し
た
。

っ
た
ら
の
で
す
。
朝
は
「
持
く
な
ら

と
思
い
ま
す
。
祖
母
が
存
ん
で
く
れ

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
は

妹
は
首
を
償
に
ふ
リ
ま
し
た
。
わ
た

な
い
う
ち
に
」
と
言

っ
て
、
六
時
ご

る
こ
と
を
し
な
く
て
は
と
思
い

ま
す
。

絞
け
て
州
り
ま
す
。
一千
怖

の
と
き
で 

し
は

、
ど
う
し
て
お
ば
あ
さ
ん
に
食

ろ
起
き
て
、
す
ぐ
前
の
畑

へ
行
く
の

わ
た
し
は
、
こ
の
ご
ろ
よ
く
口
返

J
U

、
心
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
た
く
さ
ん

べ
さ
せ

て
あ
げ
な
い
の
だ
ろ
う
か
と

で
す
。
で
も
、
こ
の
ご
ろ

「身
体
が わたしの祖母

事
を
し
ま
す
。
言
っ

て
し
ま

っ
て
か

し
て
申
告
ん
で
も
ら
い
た
い
と
閉
じ
い
ま

思
い
、
か
わ
い
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
ん
ど
い
」
と
よ
く
一百
い
ま
す
。
し

ら

「
あ
っ
」
と
思
う
の
で
す
。
切
出
母

す
。
そ
し
て
、
長
生
き
し
て
も
ら

っ

そ
れ
か
ら
は
、
い

つ
も
あ
の
病
院

か
し
、
そ
う
言
い
な
が
ら
、
じ
っ
と

に
は
、
も

っ
と
も
う
と
長
生
き
し
て

て
わ
た
し
た
ち
を
い
つ
ま
で
も
見

の
こ
と
を
思
い
出
す
た
び
、
お
じ
い

し
て
い
る
の
が
さ
ら
い
で
感
心
す
る

も
ら
い
た
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
わ

て
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
は

、
み
ん
な
で

ほ
ど
よ
く
働
く
の
で
す
。

た
し
の
知
ら
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん 

大張博代

¥、� J

¥v 

わ
た
し
の
家
の
祖
母
は
働
き
者
で

岡

崎

一

て
も
ち
が
い
ま
す
。
話 

i

一

を
聞
き
な
が
ら
、
祖
母

三

一

が
お
化
粧
し
た
な
ん
て

一

ち
ょ

っ
と
不
思
議
な
気

一

も
し
ま
し
た
。 

-

母
が
勤
め

て
い
る
関

係
で
、
わ
た

し
は
、
赤
ち
ゃ

ん
の
と

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
小中学標語作文　良作ぞくぞく
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f¥  

川

V
小
学
校

マ
特

選

梢

小

五

大

張

博
代

「
お
と
し
よ
り
を
大
切
に
」

マ
優

秀

賞

坂

小

六

池

谷

佳

久

「
ぼ
く
の
お
じ
い
さ
ん
」

マ
優

秀

賞

生

小

六

中

西

敬

子

「わ
た
し
の
お
ば
あ
さ
ん
」

マ
優

秀

賞

横

小
五
太
田
え
い
子

「
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
」

マ
佳

作

生

小

凹

和

問

久

美

子

生

小

五

森

久

美

。
敬
老
の
部
(
中
学
校
)

特

選
後

藤

知

彦

(勝
中
二
年
)

-

「敬
老
は
一
つ
家
庭
の
対
話
か
ら」

…
司
�
 

マ
優

努

質

勝

中

一

桜

木

覚

行

川
・
・
:
勝
浦
町
は
�
 み
か
ん
の
町

H

「乏
人
に
生
き
る
希
望
を
僕
の
手
で
」

マ
優

秀

賞

勝

中

一

庵

本

法

子

明
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
み
か
ん
め
て
勝
浦
へ
遊
び
に
来
た
と
き
、
勝
劣
等
の
村
神
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
�
 

u

…

の
玄
廊
。
や
が
て
山
々

が

黄

色

に

色

浦

川
の
消
流
で
泳
い
だ
感
激
は
今
で

「
人
の
上
に
人
を

つ
く
ら
ず
、
人
の

川

「
敬
老
の
心
一

つ
に
家
づ
く
り
」


一

づ
き
ま
す
ね
�
 

も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
立
川
の
山
奥
下
に
人
を
つ
く
ら
ず
」
の
言
葉
が
も
�
 …


。
敬
老
の
部
(
小
学
校
)

叫

し
か
し
、
こ
ん
な
に
索
時
ら

し

い

は

、
ま
さ
に
自
然
そ

の
も
の
で
す
ね
。
つ
・
意
味
は
、
裏
返
し
て
言
え
ば

「
人

川


特

選

一

み
か
ん
で
あ
り
な
が
ら
、
生
産
過
剰
一
方
で
は
「
地
域
開
発
」
他
方
で
は
の
上
に
人
を
つ
く
り
、
人
の
下
に
人

叩

神

原

繁

�

 

川

の
た
め
、
安
く
売
ら
れ
て
い
る

の

が

「

自
然
に
帰
れ
�
 
|
。
全
く
矛

盾

す

を

つ

く

る

し
気
持
が
だ
れ
の
心
の

…

H

…
非
常
に
残
念
。
豊
作
貧
乏
ほ
ど
理
居
る
こ
と
で
す
が
、
勝
浦
町
の
未
開
発
中
に
も
起
こ
り
得
る
こ
と
を
戒
め
て

川

(績
小
六
年
)

蜘

に
合
わ
な
い
も
の
は
な
い
で
し
ょ
う
地
域
に
お
い
て
、
こ
れ
を
う
ま
く
導
い
る
の
で
す
。

伽
ね
。
何
か
よ
い
+
刀
法
は
な
い
も
の
で
い
て
い
く
の
が
、
こ
九
か
ら

の

課

題

わ

た

し

た

ち

は

、

こ

の

間
短
を
他

仙

「老
人
の
笑
顔
が
出
る
町

川
し

よ

う

か

。

の

よ

う

な

父

が

し

ま

す

。

人
ご
と
で
は
な
く
、
自
分
の
問
題
と

叫

ぼ
く
ら
の
っ
と
め
」

…
・
:
・
名
古
屋
か
ら
勝
浦

へ
来
て
二
年
こ
ん
な
さ
が
し
求
め
た
と
こ
ろ
に
し
て
、
素
直
に
見
つ
め
直
さ
な
け
れ

山

マ
優

秀

賞

生

小
六

青

木

智

恵

L

|

「
と
じ
よ
り
を
笑
顔
で
い
た
わ
る
�
 

川
日
を
迎
え
て
い
ま
す
。
家
は
電
気
建
自
分
が
住
め
る
の
は
本
当
に
幸
せ
で
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

ち

と

話

す

機

会

が

多

そ

ん

な

主

主

で

な

く

い

つ

の

一

子

コ

っ
ち
出
…

一

υ

-

J

-

=4

.

，

匪

・

阪

国

オ

札

微
小
三

小

坂

浩

一

"
 

検
小
五

溝

内

由

紀

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

、

、

一一

す

。

川

"
-
-
-
-
-
圃
圃
・
 

)

一

・
・
庖
を
扱
っ
て
、
は
じ
め
て
商
売

附
�
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

ふ

噌

4
1
4
 

7
ヤ
�
 

・


坂
小
六

林

功

一
郎

圃

・

誹

時

里

一

の

む

ず

か

し

さ

を

感

じ

ま

し

た

。
町

川

坂
小
凹

杉
本
よ
し
み
�
 

・
・
・
・
・
・
・
圃
圃

ベ
ゴ

捌

・

・

・

・

・

圃

圃

圃

単

分

(

…

内

の

人
は
よ
く
徳
島
、
小
怯
臼
の
ス

州

中
学
校

マ
特

選

勝

中

二

平
岡

美
穂
�
 

国

国

開

園

刈

れ
れ
れ
江

「
わ
た
し
の
他
母
」

/
み
忍
グ
片
 ¥
 
ζ

一
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

川

マ
俊

秀

賞

勝

中

二

井

出

邦
夫

・

回

同

岡

田

・

・

ふ

乞

ょ

一

町

の

産

業

を

発

展

さ

せ

、

少

し

で

川
�
 

・・


「
ぼ
く
の
祖
母
」

圃
-
圃
温
司
岨
�
 ... 

一、
一

一
り
よ
い
生
活
を
す
る
た
め
に
は
、

川
�
 

マ
優

秀

賞

勝

中

二

殿

川

法
子

で
異
物
を
し
て
、
町
の
財
源
を
�
 …
�
 

-
-
E
E
E・
た

九

蔀

一

町

内

「
敬
老
の
日
に
思
う」

マ
佳

作

勝

中

二

大

本

ゎ“

一
笠
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

山

白
同

一

感

じ

ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
品
物

川

V

勝
中
二

松

浦

が
そ
ろ
い
、
自
由
に
買
物
が
で
き
る

叩

勝
中

一

新
居

ア
ー
ケ
ー
ド
の
つ
い
た
大
き
な
商
庖

川

明
る
い
家
庭
」

…

・

圃
・
・
・
・
・
・
・
・
・

周
司
園
田
園
圃
材
庖
を
し
て
い
ま
す
街
が
ほ
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
こ
ど
�
 

マ
優

秀

賞

機

小

六

新

居

午

江

美

・
----------E

------F・
方r圃

園

s
出
圃

-2
園

-め
で
、
町
内
の
人
た
も
た
ち
の
た
め
に
は
小
さ
な
遊
園
地
… M

 

「
と
し
よ
り
の
つ
え
に
な
り
ま
す

・
園
周
�
 

t
4市
�
 

く
、
人
む
つ

っ
こ
い
日
か
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
�
 
…


わ
た
し
た
ち
」

…

・

・

・

�

 
一

向
�
 ，
ぷ

�

 

話

し

方

に

親

し

み

を

す

。
 

マ
後
最
乃
賞
償
小
三

井
上
有
紀
子

L
 

感
じ
て
い
ま
す
。
�
 

-

同
和
問
題
に

つ
い
て
、
と
て
も

川


「
老
人
を
い
た
わ
る
家
庭
に

正和
文幸代

1
4
a
k

・---F'
-JE---aa--

圃
.

. 町
二E

E
E
E
E
E
E
E

斗

，~
E

L 3関

1治
会
好
描

十
日

、』
4r
M
・

マ

と

人

々

の

純

朴

さ

が

ι

然
を
求
め
、
あ
ち
こ
熱
く
な
り
ま
す

以
前
か
ら
、
わ
た
強
い
印
象
を
受
け
、
過
去

つ
ら
く
帯
し
い
自
に
あ

。

い
つ
の
時
代
に
む
、

っ
て の

歴
史
の

い
る
人
�
 山 … 伽

�
 

明
る
い
笑
顔
」

一

町一
点
鞍
�
 )

し
は
回
合
の
自
然
美
重
み
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。
�
 

，
・ vi

FR
h F

-h '----------b

b
.
.
.
.
.
.
 

聞
�
 
畠
晶
闇
』
�
 
好
き
で
、
友
人
と
自
た
ち
が
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
胸
が
�
 
…

=
E
E
E
E
E

h

と

ち

歩

き

回

っ
た
も
の
で
し
た
。

は
じ
人
聞
の
心
の
巾
に
存
在
す
る
優
等
、

K JAi--

a
EE

4
4
r
J4 

-

f

 
E


V b


S
L

J7
J

E
EtJ F

uuh--

。
あ
い
さ
つ
の
部
(
小
学
校
)

・恥

特

選
泉

洋

子

(坂
小
六
年
)

「
あ
い
さ
つ
は

あ
な
た
と
私
を
つ
な
ぐ
糸
」

マ
優

秀

賞

生

小

六

柏

原

三

智

子

「
あ
い
さ
つ
は
心
と
心
の
む
す
ぷ
橋
」

マ
優

秀

賞

横

小
五

押

栗

克

校

「
な
ご
や
か
な
笑
顔
で
あ
い
さ
つ

明
る
い
家
庭
」

マ
俊

民

乃

賞

坂

小

六

美

馬

俊

二

「
お
は
よ
う
は

お
と
な
り
み
ん
な
の
ム
口
言
葉
」

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
奥さまインタビュー
自然美を求め勝浦へ
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消
防
操
法
県
大
会
お
わ
る
�
 

分
団
健
闘
お
よ
ば
ず

分
団

。
出
場
選
手班

長
団
員

ス
ト
ー
ブ
は

目
的
に
あ

っ
た
熱
源
を

E固わたしの 菊汁
余に

坂てて坂を字L坂
降余み�  j見

<;1/柳〉 本子生本たぜ本 

すて 


H

H

井 中 大杉広国
原西谷本野中

心日召智吉�  II子康
一文彦男弘啓

お
誕
生
お
め
で
と
う

坂

本

坂

本

横

瀬
生

名
坂

本

坂

本

中

角

坂

本

与
川
内

星

谷

生

名

生

名

若
木
正
信

北
山
誠
一

坂
脇
克
芳

戸
村
博
美

河
野
敬
三

椎
平
重
信

大
西
敏
夫

一
稲
本
正
和

河
崎
士
口
三

大
下
図
雄

氏
田
好
夫

瀧
口
文
明

長長長 二二 三二長長長長長
男 男 女 女 女 男 女 男 女 男 男 男

友大1.('Jミ聖� E理哲泰倣友信
則 料iλ 岐李穴恵大子也章也

谷軽花日香今林
〈作�  i甫を朝

第
十
回
消
防
操
法
競
技
県
大
会
が

九
月
十
九
日
、
池
田
町
吉
野
川
運
動

公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

勝
浦
地
方
分
会
か
ら
は
、
町
消
防

団
第
一
分
団
�
 
(
坂
本
)
か
小
型
ポ

ノ

プ
の
部
で
出
場
し
ま
し
た
。

県
下
の
代
表
十
七
分
団
と
競
技
を

争
い
、
健
闘
し
ま
し
た
が
、
お
し
く

も
入
賞
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

成
績
お
よ
び
出
場
選
手
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。
�
 

-
優
勝
板
野
郡
消
防
団
第
三
分
団

争
準
優
勝
鳴
門
市
消
防
聞
大
代
分
団

・
三
位

小
松
島
市
消
防
同
第
十
一

声
か
け
た
空
似
の
ひ
と
に
笑
わ
れ
る

物
わ
す
れ
度
々
老
の
吾
に
し
て

与

川

内

水

口

春

女

ま
な
板
は
も
う
当
選
の
立
闘
を
立
て

九
分
九
厘
知
っ
て
い
る
の
に
ま
た
も
聞
く

与

川

内

水

口

湖

舟

q

縄
の
れ
ん
日
本
を
憂
う
コ

ソ
プ
酒

d
a
 


ハ
ン
カ
チ
を
四
角
に
た
、
む
貰
い
泣
き


'

立

川

堀

梅

子

天
国
と
地
獄
の
聞
に
も
ま
れ
生
き


サ
ン
グ
ラ
ス
は
ず
し
て
吾
子
の
墓
参
り


似

の
診

の
ま
、
で
便
り
の
封
を
切
る


立

川

竹

田

あ

ゆ

み

展
示
会
胸
算
用
と
折
れ
合
わ
ず

腰
だ
け
が
遅
れ
て
走
る
に
は
か
雨

経
済
性
を
第
一
に
す
れ
ば
灯
油
、

写
真
は
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
出
場
し

た
第

一
分
団
の
競
技

&

・44・
�
 

や
お
く
や
み
申
し
ま
す

与
川
内

坂

本
久

国

黒

岩

沼

江

坂

本

西

岡
星

谷

(η
オ
)
 

S
Y

V
A-

T

信
じ
て
た
人
が
噂
の

中
に
い
る

棚

野

太

田

正

平

毒
舌
の
女
わ
さ
び
を
効
か
し
過
ぎ

行
き
か
、
る
足
へ
打
水
サ

沼

江

大

岡

小

枝
と
散
り

y

@
畠
 

植

松

儀

一

�

 (乃
オ
)

福
田
フ
ジ
ヱ
(
印
オ
)

上
回
一
子
(
川
町
オ
)

平
岡
コ
ン
メ
�
 (乃
オ
)

町

田

ミ

ツ

�

 (引
オ
)

鴻

本

笠

重

(

町

オ

)

湯

浅

懲

明

�

 
(
4
オ
)

伺

回

治

平

�

 

夕
焼
が
き
れ
い
あ
し
た
の
鎌
を
研
ぐ

明
日
進
え
る
人
へ
言
葉
を
温
め
る

〆
-

《
�
 

訂
�
 
9

7

1

1

町民のうごき
世帯数� 1.940 男� 4.088 

人口�  8.241 女� 4‘153
明何51if 9月l日現作

，生男女LH
ば亡� 6 ~ 
転入� 2 5 

n転出 7 5 

転出� 8 8 hu

横

瀬

稼

勢

都

訊

同

小

人
の
居
ぬ
所
で
転
ぶ
程
痛
い

一
出
詠
は
毎
月
七
日
ま
で
に

三
旬
，
ハ
ガ
キ
で

一
送
り
先
勝
浦
町
三
渓

位
悼
勢
広
夫
さ
ん
�
 (都
玖
)ま
で
日

町
内
在
住
め
方
に
限
り
ま
す
。
一

一
次
回
は
俳
句
、
そ
の
次
は
短
歌
と
交
代
一

一
に
の
せ
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ご
投
句
く
だ

一
夫、い
。
�
 

検

瀬

中

田

万

里

�

 

-

っ
た
り
転
ん
だ
り
し
て
夫
婦
愛
�
 

カ
ス
、
電
気
の
順
に
な
り
ま
す
が
、

快
適
な
暖
房
の
た
め
に
は
安
全
、
衛

生
(
健
康
)
、
便
利
き
な
と
も
必
要
で

す
。赤

ち
ゃ
ん
や
病
人
、
受
験
生
の
部

屋
に
は
術
生
と
安
全
性
の
高
い
電
気

を
。
不
意
の
来
客
に
は
ガ
ス
の
即
熱

性
、
便
利
性
を
。
居
間
な
ど
の
長
時

間
暖
房
す
る
部
屋
に
は
灯
油
で
経
済

的
に
。
各
燃
料
の
長
所
を
生
か
し
、

短
所
は
焼
燃
方
式
で
補
う
よ
う
に
工

夫
し
て
く
だ
さ
い
。

電
気
毛
布
の
使
用
は

マ
寝
汗
を
か
い
た
り
の
ど
が
乾
い
た

り
し
な
い
よ
う
調
節
し
て
用
い
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
心
臓
に
心
配
の
あ

る
か
た
は
、
必
ず
医
師
の
診
断
を
得

て
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い

。

マ
総
具
自
休
の
安
全
は
、
日
ご
ろ
の

取
り
扱
い
方
が
大
切
で
す
。
転
用
や

他
の
暖
房
球
具
と
併
用
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
小
さ
く

た
た
ん
だ
り
重
い
物
を
釆
せ
て
も
い

け
ま
せ
ん
。

マ
就
寝
加
分
前
に
通
電
し
て
く
だ
さ

い
。

ス
イ
ッ
チ
を
「
強
」
に
し
て
お
き
、

限
る
と
き
は
「
弱
」
に
。
老
人
や
病
人

に
は
、
家
族
の
侃
度
管
理
が
必
要
で

す
。
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